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第１ 趣旨

この要領は、兵庫県警察教養規程（平成５年兵庫県警察本部訓令第 号。以下「教17

養規程」という ）第 条及び第 条の規定の基づき、一般職員（警察職員のうち、。 38 40

警察官以外の者をいう。以下同じ ）に対する採用時教養（以下「一般職員採用時教。

養」という ）の実施について必要な事項を定めるものとする。。

第２ 一般職員採用時教養の課程、期間等

１ 課程

一般職員採用時教養は、次の課程に区分する。

( ) 一般職員初任科1

新たに採用した一般職員のうち、行政職の事務吏員（交通巡視員を除く ）及び。

技術吏員を対象とする課程をいう。

( ) 交通巡視員養成科2

新たに交通巡視員として採用した一般職員を対象とする課程をいう。

２ 期間

( ) 一般職員初任科1

一般職員初任科の教養期間は、４週間とする。

( ) 交通巡視員養成科2

交通巡視員養成科の教養期間は、３箇月とする。

３ 身分及び居住先

一般職員採用時期間教養期間中における身分は、兵庫県警察学校（以下「県学校」

という ）に所属するものとし、居住先は県学校の学生寮とする。。

第３ 教科内容等

１ 教科内容

( ) 一般職員初任科1

警察職員としての職責を自覚させるとともに、職務に必要な知識及び技能を修得

させるために、訓育、一般教養、法学、警察実務、職務倫理、ＯＡ教養、術科等の

教育訓練を行うものとする。

( ) 交通巡視員養成科2

交通巡視員としての職責を自覚させるとともに、職務に必要な知識及び技能を修

得させるため、訓育、一般教養、法学、交通法学、交通実務、術科等の教育訓練を

行うものとする。

２ 授業計画

( ) 兵庫県警察学校長（以下「学校長」という ）は、一般職員初任科及び交通巡視1 。

員養成科の教授細目（教養規程第 条に規定する教授細目をいう ）に基づき、あ41 。

らかじめ教養計画を策定するものとする。



( ) 前記(１)の授業計画は、学生が警察職員としての資質を養い、知識及び技能を修2

得することが容易であるように、各科目の授業開始の時期、進度等を総合的に検討

して定めなければならない。

( ) 交通部交通企画課長は、交通巡視員養成科の授業計画に基づく講師の派遣、教養3

資料の作成等について、学校長に協力するものとする。

第４ 教科外活動

１ 一般職員採用時教養における教科外活動とは、起床から就寝までの時間帯から教科

の時間帯を除いた時間帯における諸活動をいい、学生自治会活動、学級活動、クラブ

活動及び寮生活を基本とする。

２ 教科外活動は、自主性、良識及び情操を培い、体力及び気力の充実を図り、もって

人間性豊かな人格形成及び警察職員としての資質を養成することを目的として行うも

のとする。

第５ 関係記録の送付

学校長は、一般職員採用時教養が終了したときは、指導表（教養規程様式第７号）

を学生が配置される所属の長に送付するものとする。

第６ 実施上の留意事項

１ 学校長は、一般職員採用時教養の実施に当たっては、警察官の初任科生との合同授

業、教科外活動の合同実施等、その交流に配意すること。

２ 学校長は、一般職員の資質及び能力を高めることが、警察業務の推進上極めて重要

であるあることを認識し、効果的な教養に努めること。


